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ご寄付のお願い

郵便振替

＜口座記号番号＞　01710-8-142651　
＜加入者名＞　不登校を考える星の会

活動を継続・発展させていくために寄付や切手等の寄
贈をお願いしています。力をかして下さい。尚、寄付

・寄贈していただいた方は会報
で紹介させていただきます。

会報発送のボランティアを募集しています。協力していただける方は河野さんまで連絡をください。

２
会報発送作業

■1月25日(木)14：00～
■ジョイフル米良店
■お尋ねは河野さん
  （080-5272-9360）まで
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おね

が い
●感想・体験　●伝えたい情報
●その他不登校に関すること

＜メール＞toiawase@hoshinokai.net
＜ＦＡＸ＞　０９７２－２４－３５５７

原稿は、FAXかメールでお寄せ下さい。掲載の際に匿名・イニ

シャルなど希望する場合は、そのことを書き添えて下さい。

原稿をお寄せ下さい
○昼の大分例会…2月3日（土）13：00～16：30

○別　府　例　会…2月3日（土）19：00～21：00

○豊後大野例会…2月8日（木）19：00～21：00

○津　久　見　例　会…2月9日（金）19：30～22：00

○夜の大分例会…2月16日（金）19：00～21：30

○湯　布　院　例　会…2月22日（木）19：30～21：30

話をすることでおりあいをつけた

親の会を開いています

爽風館高校で

　爽風館高校の親の会の特徴は、同じ高校

の子どもの親たちが集まるので、とても焦

点の絞られた話ができるということです。

それは、他の親の会にはない特徴です。

　12月例会は、爽風館高校の校長先生だけ

でなく、スクールカウンセラーと事務長さ

んも参加しました。

毎月第１水曜日の 19:00 ～ 20:50

第５回　１月 10 日（水）　例会
        (1 月は都合で第２金曜日）

最終回　２月７日（水）　　例会

Ｑ＆Ａ
不登校
ひきこもり 21人の参加 大忘年会 29人の参加

県下あちらこちらから

　12 月 16日（土）にコンパルホールで「加

嶋さんに聞く不登校・ひきこもりＱ＆Ａ」

がありました。会員さんが 17名、一般の

参加が４名の学習会となりました。

　子どもの気になる行動・状況や「問題」

に見える行動の意味理解を深めました。

　12 月 16日（土）に「大忘年会」を行い

ました。大分星の会・アンダンテ星の会・

別府星の会・津久見星の会・豊後大野星の

会・星の会 yufuの全ての会から参加があ

りました。また、新しくできた「竹田市親

の会」や新しく入会した方の参加もあり、

楽しいひとときを過ごしました。

　参加された会員さんはほとんどが初対面

ですが、以前から知り合いであるかのよう

に笑顔で話をすることができました。「こ

ういう会を年に４回は開いてほしい」とＷ

さんが言っていました。

　ちなみに、忘年会で 29名の参加は過去

最高です。

生命の力が輝く時　～その５～

いのち

やりたいことがあるから変わろうとする子どもがいる。

どうにかしたいから、今できることから始める子どもがいる。

一方で、ひたすら眠り続けて壊れそうな自分を守る子どもがいる。

今の自分を認める子どもは、必ず生命の力を発揮する…。

※プライバシー保護のため、

　事実と少し変えています。

　子どもが不登校やひきこもりになると、

親はさまざまな相談機関や医療機関に行っ

て相談をします。助言をもとにいろいろな

ことをやってみて、子どもが落ちつけばよ

いのですが、逆に荒れたり、ますます元気

がなくなっていくことがあります。

　そんな時、「私の理解と頑張りがまだま

だ足りないのではないか」「私が受け入れ

ることができていないから」「親のまなざ

しや雰囲気を子どもが感じているからでは

…」「私がもっと変わらなくては」と自分

を責めてしまうことがありますが、はたし

てそうでしょうか。

　

　私の経験から言えることですが、子ども

の「社会的自立」というものは、どこか遠

くから近づいてくるイメージが強いです。

それは、親がどんなに頑張ったり努力をし

ても、またどんなに理解を深めよりそって

も、「社会的自立」をするとは限らないと

いうことです。

　しかし、私は息子に「社会的自立」の提

案をし続けました。それは、そうしないと

不安だったからです。ただ、「親が頑張っ

ても解決しない」「息子を理解したり、気

持ちを受け止めるのは、ほぼ不可能に近い」

第64回不登校シンポジウム

不登校・ひきこもりと
社会的自立

日時：2018年2月25日（日）13:00～16:30

場所：ホルトホール大分303会議室

内容：<第１部>　講演

　　　<第２部>　シンポジウム

参加費：会員は無料／一般は1,000円（資料代）

連絡先：加嶋　080-2717-9392

「周りの理解があれば子どもは自立の道を

歩む」とは限らない。子ども自身が「内な

る自分」に支えられて生きることを探る。と自覚できていったことは意味がありまし

た。何も変わらない中に可能性を感じたか

らです。

　アンダンテ星の会は、３ヶ月に１回開く

「ひきこもりを考える親の会」です。３ヶ

月ぶり会って「あれからどうですか」と子

どもの様子を聴くと「何も変わりません」

という答が返ってくることが多いです。

　子どもに拒否をされてつらい日々を送っ

ていたが、一緒に畑仕事をしたり自然に会

話ができるようになったＡさん。壁越しに

しか話をすることができなかったが、いつ

の間にか一緒に食事をするようになったＢ

さん。数年間のひきこもりをしている息子

がいても、ご両親で旅行ができるようにな

ったＣさん。子ども本人から責められても、

「きっとこの子は考えている」とおりあい

をつけているＤさん…。その体験を聴いて

、てし対に」もど子いならわ変も何「、とるい

何もしないことをしながら、母として父と

してただそこにいる値打ちのある姿が見え

てきます。

　それこそが、子どもの生命を信頼し、不

登校・ひきこもりの状態にある子どもへの

何よりの支え・力になる姿と言えます。


